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色差は，色票においては色差∠E2．5前後だった。ポー

セレンチップにおいては，歯科医師群，歯科技工士

群で色差∠E2前後，学生群で色差∠E3前後であった。

また，学生群では低い相関関係があったが，歯科医

師群，歯科技工士群では高い相関関係が得られた。

　以上の結果より，半透明体試料においては学生に

比較して，歯科医師，歯科技工士はより厳しい識別

能力を持つことが推察された。これは，日常の臨床

および技工操作において，厳しい色調選択を要求さ

れる環境下にあるためだと考えられた。

演題3．陶材焼付鋳造冠の色調再現性に関する臨床

　　　　的検討

○中里登紀子，石川　成美，古川　良俊，

　畠山　康人，和賀　浩幸，石橋　寛二
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　陶材焼付鋳造冠の色調は，天然歯に近似した自然

感のある色調が得られ十分な審美性の回復が可能と

なっている。しかし，天然歯の色調は複雑で，細部

にわたりそれを表現すること，必ずしも容易ではな

い。このような例では，色調選択に誤差が生じやす

く，色調不調和を招くことが考えられる。そこで，

陶材焼付鋳造冠の色調再現性に関して臨床的観点か

ら追求するため当科にて装着された陶材焼付鋳造冠

の色調にっいて分析，検討した。さらに，色調不調

和を生む要因の1つであるシェイドテイキングの精

度について検討した。

　測色装置は三刺激直読型のM社製ライトガイド方

式色差計CD－270を用いた。測色対象は，第2補綴

で装着された上顎中切歯または側切歯の陶材焼付鋳

造冠と対象同名の天然歯とし，唇面歯冠中央部を測色し

た。また，シェイドテイキングの精度分析は当科歯

科医師14名を被検者とし，20代男性4名の健全上顎

右側中切歯を対象に，VITA社製シェイドガイド

Lumin－Vacumを用い外来昼日の自然光で日常臨床

に即して行った。以上より次のことが明らかとなっ

た。

1）歯冠中央部における陶材焼付鋳造冠と対象同名

　の天然歯との色差∠Eは4．16～10．17の範囲にあっ

　た。

2）陶材焼付鋳造冠は天然歯と比較して明度，彩度

　が高く，やや黄色味のある色調に再現される傾向

　にあった。
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3）　シェイドテイキングにおいては，彩度，明度

　が低く，黄色味の少ないシェイドを選択する傾向

　にあった。

4）歯冠色を歯頸部，中央部，切縁部に分けてシェ

　イドテイキングを行った結果，歯冠中央部に比較

　して歯頸部，切縁部でより多くのシェイドが選択

　され，この困難さが再確認された。

演題4．　山形村の歯科保健活動にっいて

○高橋　邦彦，山岸　　篤，小野寺　徹，

　森岡　篤之，石橋　寛二

岩手医科大学歯学部歯科補綴学第二講座

　実質的に無歯科医村であった九戸郡山形村に，昭

和56年国保歯科診療所を開設して以来，一般診療の

他，う蝕予防にも力を入れて歯科保健活動を推進し

てきた。1才児から4才児までは半年ごとに検診・

染め出し・フッ素塗布を，児童館では父兄への講話

を，小・中学校では検診・歯科衛生教室を行ってき

た。また教職員やPTA主催による講座，住民を対

象とした健康講座も設け，啓蒙活動を精力的に進め

た。

　その結果，小学生においてDMF者率が昭和56年

度の85．6％から昭和61年度の67．0％へ，DMFT指数

が3．7本から2．2本に，DMF率が24．8％から14．1％に

減少した。またM歯率が2．4％から0．5％に減少し，

F歯率が22．4％から90．6％に増加したのに伴い，D

歯率が75．2％から8．9％へ激減した。加えて，高度う

歯率が75％から0．2％に，一人平均未処置歯数が2．8

本から0．2本に減少するなど，幼児，学童，生徒にお

いて，う歯数の減少とう蝕の軽症化にその成果が現

れてきている。

　以前は，う蝕が蔓延し，しかも高度う歯が多かっ

たのが，6年という短期間で大幅に改善された。開設

前は予防・早期治療に対する関心が低く，受療条件

の悪さから治療を受けるのが困難であったが，診療

所の開設，歯科医師の常駐を機に，歯科保健活動が

開始されたことで，疾病の量の減少と予防に対する

意識の向上を導くことができた。特に，必要に応じ

て複数の歯科医師で診療・検診・予防活動を併行し

て進めたことが大きな成果に結びっいた。とりわけ

通常では治療を受けにくい環境にある児童，生徒に

対し，効率的な集団治療を行ってきたことにより，


